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素敵な愛宕小学校  命を守る避難訓練 

 風薫る５月となり、愛宕小学校に赴任して
1 か月が過ぎました。前任校は児童数 100 名
ほどの学校でしたので、４月当初は驚くこと
がたくさんありました。 

 今年度の本校の全児童数は 381 名で、学級
数も多く、校舎も４階建てですので、授業の
様子を見て回るにも時間が掛かります。校内
ばかりでなく、校区の広さにも驚きました。
愛宕、矢の平方面から田手原や田上方面まで
車でも１時間で回りきれない広さです。 

 そのような広い校区のあちらこちらから、
子供たちは毎朝、元気に歩いてきます。遠足
と同じくらいの距離も何のその、雨が降ろう
が、風が吹こうがへこたれない姿にも感心し
ます。毎日の登校が、心と体のたくましさを
育んでいます。 

 また、子供たちは、よく遊び、よく学んで
います。朝や休み時間には、大勢の子供たち
が運動場に出て元気に体を動かしています。
学級や学年を越えて仲良く遊んだり、６年生
が１年生に優しく接したりしている姿が見ら
れます。授業中には、どの学級も学習に集中
し、先生や友達の話を聞いたり、熱心に活動
したりしています。放課後には、スポーツに
取り組む子供たちも大勢います。 

 さらに、子供たちの明るい挨拶や積極的に
話し掛けてくる姿もとても素敵です。このよ
うな前向きな姿は、これからの成長を大きく
促していくことと期待が膨らみます。 

４月、素敵な子供たちと過ごしながら、改
めて、保護者の皆様の御協力、地域の方々の
御支援、そして、これまでの教職員の努力に
感謝の思いを強くしました。今後も「あた互
の子」の教育に尽力してまいりますので、保
護者の皆様の御理解と御協力を引き続きよろ
しくお願いいたします。 

4 月 25 日に､今年度最初の避難訓練を行い

いました。今回は、職員室から火災が発生し

たという設定で、避難場所・避難経路、避難

方法等を確かめる訓練でした。 

火災発生の放送があった後、子供たちは速

やかに避難を始め、素早く運動場に整列する

ことができました。訓練に取り組む態度も、

概ね良好でした。 

 しかしながら、この後、私が「今日の訓練

は 100 点満点でしたか？」と尋ねると、自信

を持って手を挙げられた児童は、半数ほどで

した。担当の若杉先生と一つ一つ大切なこと

を確かめていくと、放送を静かに聞き、火災

発生場所を知ることはできていました。避難

のときの約束「おはしも」では、押さない、 

走らない、戻らないはできていました。そう

です。反省点は、しゃべらないことでした。 

校舎内では無言移動できたのに、運動場に出

ると少し気が緩んで声が出たり、並んで待つ

ときに我慢できなかったりして、おしゃべり

した人がいたようでした。 

次回は、この課題を克服することを児童と 

約束しました。一番大切な命を、自分でしっ

かり守ることができるよう、力を付けていき

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パワーアップ教室が始まります  新型コロナウィルス感染症対策 

 昨年度も実施していたパワーアップ教室を
今年度も開催する準備ができました。この 

取組は、小島中学校区青少年育成協議会の 

宮崎様や長崎女子短期大学の玉島学長様の御
理解と御協力を得て、地域の方々や学生の皆
さんの力をお借りしながら、子供たちの学習
支援を行っていくものです。初日は、6 日と
なっています。本日が締切りとなっていまし
たが、申込みは随時受け付けます。参加を御
検討されている方は、ぜひ御利用ください。 

  新型コロナウィルス感染症の感染レベルが
2－Ⅰとなったことで、学校対策レベルも上
がりました。まずは、これまでの感染症対策
を徹底したいと思います。毎朝の検温・健康
観察、マスク着用、手洗い・うがいや手指の
消毒等の御指導に、引き続き御協力をお願い
いたします。学校の教育活動も３密を避け、
換気を徹底しながら、適切に実施してまいり
ます。御理解と御協力をよろしくお願いいた
します。 


